
 

第４回配達灯油価格調査報告、誠にありがとうございました。 

2025 年度県生協連灯油モニターの第４回調査に全員からご報告がありました。お忙しい

なかご対応いただき感謝申し上げます。２月度灯油モニター調査平均価格は、18 ㍑１缶

2,298 円でした。 
 

１．灯油モニター調査の配達灯油平均価格の推移 

（１）2 月の配達灯油調査価格推移           【調査期間：2 月 5 日～2 月 11 日】 

                                   （単位：円／税込） 

      

    ※エネ庁（資源エネルギー庁）公表配達灯油 2 月の価格は、2 月 9 日公表価格となります。 

 

（２）１缶(18 ㍑)あたり地域別平均価格の違い 

 

１缶(18㍑)価格 11月 12月 １月 ２月 ３月

調査件数 33 33 32 33

最高価格 2,496 2,460 2,540 2,496

最低価格 2,079 2,079 2,079 2,079

平均価格 2,312 2,304 2,302 2,298

生協お任せ給油価格 2,250 2,250 2,250 2,250

生協個缶給油価格 2,268 2,268 2,268 2,268

エネ庁公表配達灯油価格 2,319 2,313 2,301 2,267
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①最高値地域の仙台市若林区 2,404 円と最安値地域の仙台市太白区 2,160 円で、1 缶当たり 244 円

の価格差となっています。 

②生協価格を下回っている店舗が 7 店舗。最安値店 2,079 円は北部エリアの店舗でした。エリア平

均最安値の仙台市太白区は調査店が１店舗となっているためです。 

③配達店による地域別の価格設定は、同じ系列店で１８L 当たり 108 円の差があります。ポリ缶と

ホームタンク給油、地域の競合店、広域配達と狭域配達などで顧客獲得のために価格差をつけて

います。 

 

２．原油と為替の動き 

（１）2024 年 1 月～2026 年 1 月グラフ比較 

 

◇棒グラフ：左今年（黒：原油価格表示）、右昨年（オレンジ）：単位-ドル 

◇折れ線グラフ：右今年（黒：為替表示）、昨年（オレンジ）：単位-円 

 

（２）原油価格と為替の動向 

 ①1 月の原油平均価格は、63.91 ドル、為替平均は 156.93 円となりました。2 月の原油平均価格は、

66.84 ドル、為替平均 153.3 円となりました。（2 月は 2 月 12 日までの平均） 

②イラン問題と、サウジを中心とした OPEC+の供給増加により、供給過剰が継続していることが要

因です。（ロシア・イラン・ベネズエラ産など、制裁対象の原油在庫もあります）今後の情勢の動き

が、原油価格に影響してくると見ています。 

④為替は、一時 159 円台の円安に進みましたが、現在は 153 円の円高となりました。今後の動きは、

為替に与える要因がないのが、現状となっています。 

⑤燃料油価格激変緩和対策事業の灯油補助金は、現在 1 ㍑当たり税別 5.0 円となっています。 

⑥ガソリンは、暫定税率廃止(▲25.1 円)となりました。 

⑦軽油は、1 ㍑当たり税別▲17.1 円の補助金でしたが、2026 年 3 月 31 日まで補助金として継続され、

4 月 1 日から暫定税率廃止（▲17.1 円地方税）となります。 
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３．安全・便利な生協の配達灯油 

冬灯油配達期間：2025年 9月 29日（月）～2026年 4月 24日（金） 

 

 

（１）灯油の配達は、土曜日・日曜日はお休みさせていただいています。 

 



４．宮城県生協連灯油対策本部の活動について 

（１）東北地方石油懇談会の開催継続の取りやめについて 

東北経産局より 12 月 22 日付で通知があった「東北地方石油懇談会の開催継続の取りやめ」に関

し、１月 5 日に「これまでの書面開催方式と同様に、灯油等石油製品の価格動向、需要、各種支援

制度に関する情報を整理した資料を関係機関へ送付・提供の維持の要望」を提出しました。これに

対して、各機関より HP などで情報が共有されていることもあり、御理解いただきたいとの返答が

ありました。 

（２）国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用した七ヶ浜町燃料助成券(福祉灯油)  

宮城県生協連が県に要望した「福祉灯油」の実施ですが、七ヶ浜町では、エネルギー及び食料品    

等の物価高騰の影響等を踏まえ、対象世帯へ燃料（灯油、ガソリン及び軽油）購入費助成券を支給

しました。七ヶ浜町からの要請で、宅配運営部が協力をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この冬シーズン、灯油価格の調査をおこなっていただきまして、誠にありがとう

ございました。 

なお、今回で灯油価格調査は終了となりますが、生協の配達灯油は 4 月 24 日まで配達

していますので、引き続きご利用よろしくお願いいたします。 

２０１６年３月の調査が最後となります。 

３月５日(木) ～ ３月 1１日(水) 
調査価格の報告は、３月１２日(木)午前１１時までが、最終締
め切りです。よろしくお願いいたします。 
 
※灯油価格調査は『配達灯油価格』です。「店頭価格」ではありませ
ん。ご注意ください。 
※参考、2 月 9 日公表エネ庁価格、配達灯油 1 缶 18L 2,267 円、
店頭灯油 1缶 18L 2,080 円 

※別途配達料を加算しているところもありますので、『配達の価格』
を聞いてください。 

<今期最後の調査となります> 

なお、モニター通信 6 号は、冬灯油配達期間

終了後の 5月に発行させていただきます。 

 


